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会社の魅力は、２つの側面から捉えることができま
す。

一つは待遇面。
もう一つは、共感ポイント。

と、前回書きました。

・待遇面
経営者にとっては、会社を運営する上で、一番重い
コストです。
毎月、決まった日に、どんなことがあろうと、出て
いくお金。
これが、給与というもの。

しかしながら、当たり前ですが、
従業員のみなさまにとっては、生活を支える手段で
あり、また、自分の仕事に対する報酬と考えていま
す。

これだけ、努力したのだから、もらって当然。
そう考えての給与になっているか？

経営者からみて、
妥当な金額とみえても、従業員は、また、違う味方
をしている可能性が高いです。

ポイントは、この先、どんな仕事に対して、いくら
貰えるのか、明確にすることです。

経営カイゼンつうしん
経営をよりよくしたい経営者様へ
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1. 採用で必要な２つのポイント
2.もっと大切なこと

みなさまへ、手紙を書くつもりで書きます！

今回の
テーマは
人手不足
その3

3.自己紹介
国仙悟志（こくせんさとし） １９７４年７月９日、札幌市生まれ。早稲田大学法学部卒業後、地方大手
百貨店に入社し、店頭販売、販売促進、店舗運営、民事再生法手続関連部署にて勤務しました。
在職中、室蘭店勤務で赴任していたときに、あまりにも時間があることがわかり、（正確に書くと、ビー

ルと焼鳥が美味しく不摂生がたたり、健康診断の結果が悪く、人事部に呼ばれたのがきっかけ）産業能率大
学経営情報学部通信課程を受け、卒業しました。勝間和代氏がメディアによく出ていたころで、早起きして
勉強に励むという生活スタイルが話題になり、ワタクシも、早起きの習慣を手に入れました。このとき以来
ずーっと早寝早起きを行っています。
その後、中堅石油販売会社にて勤務し、その間に、中小企業診断士を取得し、２０１１年に独立開業、２

０１４年に法人を設立しました。百貨店時代に経験したマーケティング、マーチャンダイジング（品揃え戦
略）、プロモーション、企業再生、そして、石油販売会社で経験した中小企業の実体験。
これらの経験、さらには、開業後の活動、研究などが、今の仕事のベースになっています。

・共感ポイント

こちらの方がよほど大事です。

社長があれだけ働いているのだから、私達も頑張ら
なきゃ！と思われているでしょうか？

中小企業は、社長が全てです。
言い切ります。

社長の言動は、全て見られています。
その言動に、魂はこもっているでしょうか？

仕事に対する姿勢、お客様に対する姿勢。
これらが、従業員のみなさまと共有されて、
初めて、魅力的な会社となります。

一度、振り返りをしてみてはいかがでしょうか？
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